
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 52号 

令和 4年 2月 22日(火） 

「感謝と絆の会」伝えたい感謝の思い。 

本校では、将来への展望をもって自己実現に向かう「夢実現」プログラムの取組を

行っています。2月20日（木）に、九州高等学校の尾関泰生先生を講師にお招きし、

2学年「夢実現講演会」を実施しました。無限の可能性を秘めた生徒たちに、1年後の

進路実現に向けて、「今、何をすべきか」と題して熱く語ってくださいました。高校受

験の考え方や高校から見つめる求める中学生像などの話に、真剣に耳を傾けていまし

た。尾関先生の言葉に、A（あたりまえのことを）B（ばかにせず）C（ちゃんとやる）

があります。どんなことでも一所懸命になれる姿勢が進路実現の原動力となっていく

ことを受け止めて、3年生に向けて新たな決意を抱く貴重な学びの機会となりました。 

2月２１日（月）に、この1年間でお世話になり、ご支援いた

だいているCSや地域の皆さまをお招きし、「感謝と絆の会」を開

催しました。この会は、日々の見守りやCS活動、地域との連携

活動でのご支援に感謝の思いを伝え、地域の方々と南中生がつな

がる機会として毎年実施しています。昨年度はコロナ禍で実施で

きず、本年度は、2 年ぶりの開催となりました。感染症対策を講

じての開催で、1学年はリモートでの参加となりましたが、2２名

の方々にご来校いただき、感謝の思いを伝える貴重な機会となり

ました。会では、3 学年の実行委員が中心となって運営し、スラ

イドによる活動紹介を行った後に、感謝状と花束を渡して感謝の

気持ちを伝えました。代表の言葉を述べた坂本苺香さんは、地域

の方々の見守りや励ましのおかげで、安心・安全の笑顔での生活

ができていることに改めて気づき、地域のために行動できる人に

なることの思いを伝えました。また、参加者を代表して CS会長

の太田猛様から「このような場で、南中生のみなさんから感謝の

思いを伝えていただいたことがとてもうれしい。コロナ禍ではあ

るが、挑戦することを大切に自分の希望や願いを叶えてほしい。」

と南中生への温かな励ましの言葉をいただきました。今後も、地

域と共にある学校づくりに励み、共に育つ絆を深めていきます。 

ふるさとに感謝。「通学路クリーンアップ活動」 

南中生徒会では、地域に感謝の思いを伝える活動として「通学

路クリーンアップ活動」行っています。 

初回の活動は、2月15日（火）には、2学年が取り組みました。

ビニル手袋と火ばさみで、小さなごみまでも見つけて、懸命に活

動していました。生徒たちは、「こんなことでも地域のためになっ

ていることがうれしい。」「小さなことでも地域のためにできるこ

とを続けていきたい。」と、自分たちが暮らしている宇美町、いつ

も通っている通学路のごみを拾う一日のほんのわずかな時間での

活動ですが、地域に目を向け、地域に貢献する意欲が高まってい

ます。生徒会が主体となって取り組んでいる活動の価値深さを感

じています。今後の活動は、１学年が２月２４日（木）、３学年が

３月１日（火）に行います。 

2学年「夢実現」講演会 演題「今、何をすべきか ～進路実現に向けて～ 」 


